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東
海
を
席
巻
―
た
戦
国
大
名

今
川
家
の
家
督
争
い
ク花
倉
の
乱
ク

今川義元

今,1氏ヨの5男て 母|ま寿It尼 .花倉の
乱直前まて 出家しており桐岳承芳と名
乗る 家督相続後は 領日経営 軍事で
すくれた手腕を発揮し 今川家の全盛時
代を築く 、■ ,,・

今j‖氏親(7●当主)

出
家
し
て
い
た
２
人
の
兄
弟
を

そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
が
担
ぎ
出
す

将
γ
家
　
足
利
氏
の
■
力
な
氏
族
で
あ

る
今
川
氏
は
、
十
泄
大
名
か
ら
戦
国
人
名

に
な
っ
た
希
●
な
氏
族
で
あ
る
。
だ
が
、

い
つ
の
時
代
に
も

一
円
衆
と
有
力
家
■
同

と
の
抗
争
は
あ
り
、
今
川
家
も
例
外
で
は

な
か
っ
た
。
こ
の
家
内
抗
争
を
仲
介
し
て

収
め
た
の
が
、
小
＝
順
　
後
北
条
氏
の
社

に
な
る
北
条
早
雲
で
あ
つ
た
。
早
ま
の
仲

介
で
今
川
の
駿
江
す
護
と
家
■
を
補
続
し

た
氏
親
は
、
家
中
を
ま
と
め
Ｌ
げ
る
と
同

時
に
遺
江
■
護
に
も
補
任
さ
れ
た
。
さ
ら

に
氏
親
は
検
地
を
実
施
し
、
分
川
ユ
を
制

定
す
る
。
す
べ
て
平
仮
名
で
■
か
れ
て
お

り

「
今
川
仮
名
Ｈ
録
」
と
呼
ば
れ
る
。

氏
親
は
正
室
と
し
て
京
都
の
公
家
　
中

御
円
■
胤
の
娘
を
，

っ
た
　
後
に

「
尼
御

台
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
　
オ
柱
尼
で
あ
る
。

力
社
尼
は
り
女
３
人
ず

つ
の
ｒ
を
”
む
。

男
児
は
嫡
男
　
氏
輝
、
次
”
　
彦
五
郎
、

４
”
　
方
菊
丸

（義
元
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
氏
親
に
は
“
〓
に
生
ま
せ
た

”
児
が
３
人
い
た
。
３
”
　
■
共

（玄
広

恵
探
）
ら
は
、
今
川
家
の
ｉ
臣
で
■
江
Ｌ

方
城
Ｌ

後^
の
出
人
神
城
）
襦
島
Ｌ
総
介

工
成
の
妹
が
，
で
あ
る
。

基
た
が
生
ま
れ
た
●
、
駿
河
　
ｔ
原
椰

―――
夕
で
、
京
都
　
建
●
■
で
修
行
を
続
け

て
い
る
や

、
だ
姑
蔵
燎

（後
の
薫
慮
翡
各

■
斎
）
が
い
た
。
こ
の
■
斎
が
氏
川
没
後

に
オ
社
尼
と
二
人
三
脚
の
よ
う
に
し
て

義
元
の
今
川
家
を
文
え
る
こ
と
に
な
る
。

義
元
は
、
永
正
１６
年

（１
５
１
９
）
生

ま
れ
。
兄
の
氏
輝
と
は
６
歳
．
彦
五
郎
と

は
４
歳
、
よ
肛
の
玄
広
恵
探
と
は
２
歳
の

年
齢
差
が
あ
つ
た
。
ゆ
え
に
義
元
の
今
川

家
継
‘
ｍ
位
は
低
い
。
そ
こ
で
、
オ
社
尼

は
人
永
３
年

（１
５
２
３
）
の
晩
秋
、
雪

斎
を
京
都
か
ら
”
び
寄
せ
て
義
元
の
帥
匠

に
据
え
た
。
義
え
は
、
富
Ｌ
郡
瀬
■
の
善

得
―
に
仲
と
し
て
入
っ
た
。
義

ん
は
仲
名

「栴
■
承
オ
」
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
３
年
後
の
人
水
６
年
６
川
、

父
親
の
氏
親
が
清
没
し
た
。

腹
違
い
の
兄
に
当
た
る
玄
広
忠
探
は
、

義
元
同
様
に
鵬
技
　
化
倉
に
あ
る
律
宗
の

週
照
光
院

旭^
照
■
）
に
入
つ
て
い
た

家
■
を
継
い
だ
氏
川
は
ま
た
”
脹
で
あ

る
。
有
力
な
家
に
Ｍ
か
ら
静
か
が
後
■
人

に
な
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
　
オ
柱
尼

は
こ
れ
を
否
定
し
、
自
ら
が
後
兄
人
と
し

て
立
つ
と
ｔ
言
し
た
。
「
尼
御
台
」
「女
戦

国
人
名
」
の
誕
生
で
あ
る
。
オ
■
尼
は
、

な
ま
し
誰
か
が
後
見
人
の
と
な
れ
ば
勢
力

，
い
や
内

‐
―――
の
元
に
な
る
、
と
考
え
て
の

決
意
で
あ

つ
た
。
オ
■
尼
の
寄

っ
て
立
つ

も
の
こ
そ
が
　
氏
親
が
残
し
た

「今
川
仮

名
日
録
」
で
あ
る
。
こ
の
３３
カ
条
を
基
本

版図を速,工まで広
げるとともに 領
国経営でも手腕を
発揮

増善寺蔵

氏
輝
，
■
日
当
主

栴岳承芳  彦
(5男 今川義D 五

氏親の側
=福
島 花倉の■のフィク 郎

窒a苛晨:悦を首8葉lil事 5
l糠謡:}鐵ね川家重臣の福島 たときは出家して

蜃響霞需著業婁Zi楊會あξ甲_雲りをあに 帳元であな ば

寿桂尼

氏視の正室て夫の死後 幼子 さ
らに孫を盛りたて、今川黎の存続

に生涯をかけた。「勁
"の
尼御台」

とも呼ばれた.■ 4■=
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太原雪斎

花倉の乱て義元 (栴岳承芳)を支持し

勝利に導いた立役者のひとり.後に
軍事 外交 内政など 今川義元の
フレーンとして活確する。「黒衣の宇

相」の異名も.毬箔寺壼

に
据
え
て
＾
′
川
家
を
取
り
仕
切
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
雪
斎
も
、
こ
れ
に
は
協
力
す

る
肛
づ
も
り
が
あ

つ
た
。

突
然
、
氏
川
　
彦
″
郎
の
兄
弟
が
死
亡

し
た
の
は
、
人
文
５
年

（１
５
３
６
）
３

月
１７
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
氏
椰
に
は
，

も
子
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
氏
価
の

後
継
を
巡
り
、
今
川
家
が
慌
た
だ
し
く
な

っ
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

つ
た
。

今
川
家
の

一
人
■
に
オ
■
尼
は
、
氏
脱

の

ｌｌｉ
式
な
血
統
を
扱
す
た
め
に
も
義
元

（
こ
の
時
点
で
は
■

＝
水
芳
）
を
選
俗
さ

せ
て
今
川
の
家
■
を
継
が
せ
た
い
、
と
希

望
し
た
。
そ
れ
は
、
雪
斎
に
も
よ
く
分
か

っ
て
い
た
。
い
ち
旦
，
ヽ
将
軍
家

（１２
代

足
利
義
――――
）
に
哄
願
ふ
を
ｌｌｌ
し
て
義
元
の

家
■
相
縦
を
―――
し
出
た
オ
■
尼
と
，
斎
に
、

将
“
家
か
ら
絆
”
が
あ
り
、
義
元
に
は
将

■
の

「計
　
義
」
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か

し
、
補
島
　
族
は
承
知
し
な
い
。

「今
川
家
の
嫡
男
　
次
刀
が
同
時
に
死
亡

し
て
し
ま

っ
た
以
Ｌ
、
細
な
駈
位
は
３
”

で
あ
る
玄
広
恵
探
に
あ
る
は
ず
だ
」
と
い

う
の
が
、
そ
の
主
張
で
あ
っ
た
。
正
室
に

生
ま
れ
た
か
と
う
か
、
側
■
の
腹
か
ら
出

た
か
と
う
か
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
兄

で
あ
る
忠
採
の
方
が
義

りこ
よ
り
も
経
承
可

能
性
は
高
い
と
い
う
の
で
あ
る
．
し
か
も

後
押
し
を
す
る
襦
島

一
族
は
、
家
柄
も
■

く
、
今
川
家
に
と
っ
て
も
重
臣
で
あ
り
、

遠
州
と
い
う
地
域
を
ま
と
め
上
げ
て
い
る

豪
扶
と
し
て
も
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。

雄

′ｔ
の

「“
師
」
を
意
識
し
た
■
斎
は
、

千
始
め
の
仕
■
と
し
て
憐
国
の
式
＝

信^

虎
γ

北
条

（氏
綱
）
両
家
と
の
取
り
込

み
　
支
持
を
取
り
付
け
た
。
も
し
今
川
家

に
内
証
が
起
き
れ
ば
、
武
田
も
北
条
も
内

政
Ｆ
渉
か
侵
略
を
企
て
る
に
違
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
■
斎
は
、
補
島

´
族
以
Ｌ
に

恐
ろ
し
い
敵
に
な
る
■
の
武
Ⅲ
　
北
条
氏

に
対
し
て
■
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
両
家

と
も
に
今
川
家
は
敵
対
し
て
き
た
が
、
代

替
わ
り
を
理
由
に
雪
斎
は

「
援
助
　
救

助
」
を
中
し
入
れ
た
の
だ
っ
た
。

氏
綱
の
嫡
り
　
氏
取
に
は
オ
■
尼
の
製

で
あ
る
義
た
の
姉
が
嫁
い
で
い
た
か
ら
北

条
の
取
り
込
み
は
比
較
的
に
楽
だ
っ
た
。

雪
斎
は

「秘
策
」
を
胸
に
、
武
田
と
の
交

渉
に
当
た
っ
た
。
「秘
策
」
と
は
、
内
証

後
に
は
武
田
家
か
ら
義
元
の
■
を
迎
え
る

と
い
う
婚
畑
同
盟
で
あ
る
。

義
元
に
は
、
朝
比
奈
氏
　
＝
部
氏
　
〓

浦
氏
　
瀬
名
氏
　
山
比
氏
な
ど
今
川
家
の

有
力
家
臣
団
が
味
方
し
た
。
恵
探
に
は
，

島

一
族
の
す
べ
て
と
駿
河
西
部
の
斎
藤

氏
　
内
野
氏
、
山
束
部
か
ら
は
安
西
氏

ル
■
氏
な
ど
、
さ
ら
に
選
江
の
篠
■
ヽ
な

ど
が
，
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
川
氏
を

は
ぼ
三
分
す
る
内
訂
に
発
展
し
た
の
で
あ

る
。
内
託
は
後
に
、
恵
探
が
拠
点
と
し
た

藤
枝
　
花
倉
城

別^
名
　
葉
梨
城
）
の
名

を
取
つ
て

「化
倉

蔵^
）
の
乱
」
と
呼
ぶ
。

恵
探
も
花
奮
城
に
入
っ
た
。
忠
探
側
の
城

に
は
、
焼
＝
　
方
ノ
方
城
、
九
ｒ
城
、
跛

江
に
近
い
久
能
雌
城
な
ど
も
あ
っ
た
。

情
勢
は
■
分
五
分
と
い
う
よ
り
も
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
恵
探
側
に
，
利
と
い
え

た
。
だ
が
　
義
元
側
に
も
吉
報
が
人
る
。

北
条
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
武
川
氏
が
義
元
に

味
方
す
る
と
い
う
迪
静
が
あ

っ
た
の
だ
。

雪
斎
な
ど
の
意
気
は

一
気
に
上
が
っ
た
。

北
条
の
援
軍
５
０
０
０
が
到
着
す
る
と
、

敵
側
か
ら
味
方
に
寝
返
る
者
も
現
れ
た
。

次
第
に
義
元
側
が
押
し
て
い
た
。

そ
し
て
６
川
Ю
日
、
最
後
の
決
職
と
な

つ
た
。
方
ノ
方
城
攻
撃
と
同
時
に
、
義
元

側
は
北
条
勢
の
一
部
を
含
む
１
万
の
兵
カ

で
花
倉
城
に
攻
め
掛
か
っ
た
。
そ
の
■
の

夕
刻
ま
で
に
化
倉
城
は
落
ち
、
恵
探
は
城

を
脱
―――
し
た
が
、
逃
げ
り
れ
す
に
瀬
戸
谷

の
諄
円
■
で
自
”
し
た
。
義
元
は
、
今
川

家
の
当
■
と
し
て
に
立
場
を
確
立
し
た
。

こ
の
後
も
太
原
票
午
雪
斎
は
、
義
元
の
“

師
　
政
治
顧
間
と
し
て
今
川
家
を
指
導
し
、

オ
社
尼
は
，
川
家
の
精
神
的
な
支
柱
と
し

て
工
元
を
袖
化
す
る
の
で
あ
る
。

後
Ｈ
談
が
あ
る
。
■
江
　
崚
河
か
ら
逃

れ
た
部
ハ
一
族
の
城
党
は
、
以
前
か
ら
懇

■
に
し
て
い
た
り
斐
の
前
島

一
族
を
頼

つ

た
。
こ
れ
を
知

つ
た
武
Ш
信
虎
は
、
前
島

一
族
を
沐
殺
し
た
。
こ
の
内
証
が
き

っ
か

け
で
　
後
に

「善
得
■
の
会
盟

一
と
い
わ

れ
る

「
叩
相
峻
　
‥
Ｈ
同
盟

一
の
締
■
に

繋
が
る
こ
と
に
な
る
．

玄広恵探の菫所

花倉城に攻め寄せるわ岳承芳 (今川

義元)の大軍を支えきれす 城を落
ちた恵探は ■門寺に逃れここで自
刃する 写■菊橿市旺■綺館文學綸

花倉城跡

玄広恵探の拠点となつた花倉城跡

戦国初期の央El的な山城て、現在も

土里などの遺構が残る。
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